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日本に来た年齢ですが，これは 7 歳です。 誕生日の後だったのでよく覚えてい
ます。載せる内容のほうも問題ありません。大丈夫です。学会に出したいとお
しゃっていた，PowerPoint ですが， 内容が役に立って幸いです。もちろん，













































































































                                                
2 本稿の「ことば」は「移動する子ども」の複数言語をいう。 
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